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改革開放以降の中国高等教育における大陸外中国人の中国観の変化
― 東南沿海部二大学学生のキャンパスライフに焦点を当てて ―
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１．はじめに

　中国の大陸地域における高等教育では，大陸青年の
みならず，大陸外地域からの中国人留学生，香港人，
マカオ人，華僑（以下，大陸外中国人）⑴等も受け入れ
ている．この大陸外中国人の高等教育在籍者数は，
2008年の1万4千人から，2016年の2万4千人まで伸び
ており，今後も毎年1000人程度ずつ増加していくこと
が推定できる⑵．しかし，こうした統計数値の背景には，
大陸部の大学側が，増加していく大陸外中国人を受け
入れている状況を単に示すのみならず，中国政府側が
大陸外中国人に対する高等教育政策を策定・実施する
必要性が存在していることを示す．
　中国では，経済，文化，教育など幅広い分野にわたっ
て，大陸外と，大陸との交流を緊密にしてきた．なぜ
なら香港，マカオ，また海外華僑社会の長期的な繁栄，
安定を維持し，国益に資する地域を再構成し続けなけ
ればならないからである．しかし，香港をはじめとす
る一部大陸外中国人の中国人アイデンティティの希薄
さや愛国心教育の欠如を語る報道が，大陸部でより高
まる中，また2019年に起こった香港の民主化デモに対
応する一方で，国家としての統一を維持したい中国政
府は，大陸外中国人の中国への帰属意識，国への愛着
をより一層涵養する意思を強めている．その一環とし
て行われている，大陸外中国人の中国高等教育機関へ
の積極的な招致は，彼らの中国帰属意識の涵養という
目的につながるものである．
　そうした政策的意図と相まって，中国高等教育の制
度面では，大陸外中国人を引き寄せるプル要因も存在
する．1990年代から急速に進展している経済グローバ
ル化の波を受け，中国高等教育の国際化が進展，教育
の質向上，国際交流プログラムの展開，英語教育の強
化など教育改革が一般的な大学まで広がり，中国大陸
のほか，香港やマカオ，海外労働市場の需要に対応で
きる高度専門人材を育成する教育環境づくりが進んで
いる．また，中国大陸と大陸外エリアとの間に相互の
学位認証⑶が行われることによって，大陸外中国人が
大陸内で取得した学位の信頼性が増し，卒業生の当該

地域での進学，就職活動の一助になる．それに加え，
後述するように，大陸の高等教育機関が，入試段階か
らカリキュラムに至るまで，大陸外中国人を優遇・配
慮することで彼らの進学機会拡大を狙うとともに，授
業料や学生の身分を大陸の中国人と平等化するなど，
高等教育における大陸外中国人受入れの整備が進んで
いる．
　むろん，大陸進学を促すプッシュ要因も存在する．
地域によって異なるが，経済面では大陸との交流が活
発化するにあたり，両地域に精通し，地域間のコミュ
ニケーションをよくとることができる人材への大陸外
での需要増，教育面では現地教育機関への進学失敗，
現地教育の質への不満，奨学金の取得のしにくさなど
がプッシュ要因として考えられる．
　本稿は，こうした様々な動機，要因によって大陸に
移動してくる大陸外中国人学生に対して，中国への帰
属意識，愛着を深めることについて，大学側がいかな
る実践上の工夫をしているかを分析するとともに，大
学の学習生活全般にわたる経験が，学生の中国観にど
う影響するかを学生の語りによって明らかにしていく．
　本稿で取り上げる「中国観」は，「中国または中国
人のことをどう認識しているか，中国または中国人に
対してどんな感情や態度をもつか」という意味を示す．
なお，中国大陸においては，中等教育段階でも大陸外
中国人の教育はあるが，香港，マカオ，華僑の人々が
移動してくるのは大学段階からが主であり，高等教育
における近年の盛んな動き⑷があることから，ここで
は，高等教育を対象としている．

２． 大陸外中国人の中国観に関する先行研究の検
討と研究の枠組み

　大陸外中国人の中国観に関する研究は，香港が中国
に返還された1997年以降，彼らの中国人意識⑸の低さ，
または中国（人）に対して，自分たちは別のアイデン
ティティを持っているという主張に関連づけながら議
論を進めるものが多数である．例えば香港とマカオに
生まれ住む人たちの間に，香港人（マカオ人）意識と
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中国人意識という二重アイデンティティが存在するこ
とが明らかにされているし（Fung　2004，Kaeding   
2010，Chou　2010），香港の場合，中国人という意識
がより希薄化していく動きが指摘されている．香港大
学民意研究プロジェクトにより実施された2017年アイ
デンティティ調査では，自分を香港人と称する香港市
民が67.6％であったのに対して，中国人として認識す
るものが30.7％であり，前者を大きく下回る（立場新
聞　2017）．Steinhardt らによると，2000年代前半に
は，一国二制度が示されたこともあり，香港人の中国
に対する姿勢は必ずしも否定的ではなかった．しかし，
香港でしばしば起きる各種の市民運動は，国家に対し
て否定的な市民感情を起こす原因となり，2000年後半
になってから状況は一変した （Steinhardt et.al　2017）．
現状ではとりわけ，政治的側面において，中国大陸の
政治社会体制には違和感を覚える若者が，中国，中央
政府に心理的距離を置く現象が顕著である（倉田   
2018， 林・林　2017， ABC 中文　2018）．例えば中国
人に対する認識に関し，中国人は香港人からみれば「他
者」である，ということについて議論する研究もある

（Chan　2014，Fung　2004，楊・徐　2016）．林・林
による研究では，中国語（標準語）教育への抵抗，中
国領土を守る意識の低下，中国大陸人の香港流入に抗
議する香港における学生運動の経緯を分析すること
で，香港の若者の中国観を検討した．その結果，香港
の若者から見ると，中国人は香港人と異なる政治文化
を有する「強国人」，「侵入者」であると結論づけてい
る（林・林　2017）．また，馮・陳が香港中文大学に
より行なわれたアンケート調査の結果に基づき，香港
の若者が，中国大陸人に対して「マナーが悪い」，「言
論自由と価値観を重視しない」という否定的な印象を
持っていることを述べた（馮・陳　2017）．そうした
イメージがある一方，香港人は，中国の経済的・文化
的側面については肯定的な見方をしており，親近感を
抱いているようである．植民地時代に高度成長期を迎
えた香港にとっては「遅れた」存在である中国（Chan   
2014，Mathews et.al　2008）が，帰還後における地
域間の人的物的交流の頻繁化，経済関係の密接化に
伴って，香港の経済的繁栄を支える「強国」に変身し
た（馮・陳　2017）とする考え方である．
　つまり香港人の目からみれば，市場経済体制下の中
国人が有する「実用的」，「野心的」，「適応的」などの
価値観は，資本主義経済圏に置かれる自分たちにも共
有されており（Ma & Fung　2007），ある種の経済的
相乗効果を期待しているのである．また歴史文化的側
面について，中国の伝統文化は香港人の精神文化の
ルーツと軌を一にしている（林・林　2017）と香港人
は見なしており，香港の若者が伝統文化に親近感を持
ち（突破青少年研究 2003），中華文化の優秀さを認め
る傾向にあるという （香港政策研究所　2016）．しかし，
先述の「香港と中国は別物である」という意識は強く，
香港中文大学の調査によると，香港人が中国の経済的

側面と，歴史文化的側面への抵抗感は，2012年以降強
くなってきているという（香港中文大学伝播与民意調
査中心　2016）．つまり香港は，返還されたとはいえ，
中国大陸とは別の地域であるという意識が根強く残っ
ていると理解していいだろう．
　マカオの場合，マカオ人がマカオ社会と異なる中国
大陸の制度，文化を尊重，包容する意識が相対的に高
く，中国人を「他者」として捉える傾向がさほどは見
られない（仇　2011，陳・江　2018）．マカオの青少
年を対象に行なわれる2018年度アイデンティティ調査
の結果（複数選択可）によると，中国人意識を持つ者
が全体の8割で，マカオ人意識を持つ者が9割に近く，
両 方 と も 高 い 数 値 を 維 持 し て い る（ 澳 門 日 報　
2018）．しかしこのような状況が続いているわけでは
なく，2014年に行なわれた同調査では，自分が中国人
と称する青少年は2011年の8割から5割まで減少してい
る．香港の「雨傘運動」と呼ばれた若者の反政府運動
と中国大陸の否定的な情報の流入がこうした結果をも
たらす大きな原因と見られ，マカオにおける中国国民
としての教育インプットが必要であることが現地メ
ディア報道により指摘された（澳門日報　2015，澳門
月刊　2015）．中国の政治的側面に対する認識につい
ては，マカオ住民は，一国二制度は成功していると認
識し，中国政府への信頼があることを示している⑹．
経済的・文化的側面においても，マカオの若者は，中
国の経済的成果について肯定的な評価をし，標準語を
学ぶ意思が強く，中国の歴史や文化の知識に関心を示
す傾向にある⑺．
　次に，華僑・華人の帰属意識については，常に居住
国と中国の間で揺れている．単一中国人としてのアイ
デンティティを持つ華僑がいるが，居住国と母国のア
イデンティティを同時に有する華僑もおり（石川   
2006），それだけでも複雑である．それゆえ華僑の中
国観は，彼らのおかれる社会的・文化的環境の違いに
よって，大きく異なる．華僑らは，中国の歴史文化的
側面を肯定的に捉えるケースが見られる．郭・朱の研
究によると，日本に居住する華僑二世，三世が，中国
人意識が高く，日常的に中国文字と文化の習得を重視
し，中国文化を継続し，伝達するような強い中華文化
志向が読み取れる（郭・朱　2006）．例えばフィリピ
ン華僑・華人の場合に，フィリピン社会に同化してい
くプロセスの中で，フィリピン華僑の政治的アイデン
ティティは確かにフィリピンに帰属するが，中国の伝
統文化（生活様式，風習，儀礼等）は継続する傾向が
強い（高　2016）．アメリカやカナダの華僑のアイデ
ンティティ研究でも，彼らは居住地で中国の風習を維
持し，中国の伝統的文化を尊重する意思が強い（李   
2008）．
　こうした研究によれば，特に政治的側面において大
陸外中国人たちの中国観は異なる様相を呈しているも
のの，中国の伝統的な歴史，文化に対してある程度親
近感をもっている，ということがいえるだろう．その
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基盤には，中国政府は大陸外地域において海外華僑教
育を推進，香港マカオ地域の国民教育を推進すると同
時に，中国大陸地域においては，大陸外中国人青少年
を中心に，中国文化体験活動，短期学習交流プログラ
ムを展開していることが知られている．
　しかし，中国の高等教育機関に進学する大陸外中国
人学生に対して中国政府はどのような教育環境を整備
しているか，また，大学の学習生活を通じて彼らの中
国観がどのような変化がもたらされているかに関して
は，いまだ分析されるべき部分が多い．中国大陸の高
等教育機関に来る香港，マカオ，海外の華僑社会といっ
た地域からの大陸外中国人学生は，居住地の影響を色
濃く受けており，直ちに上述のような青少年向けの国
民教育になじむものではなく，独自の教育方法が行わ
れていると考えられる．
　また，本研究で取り上げられる大学生，学生生活を
対象とする研究について，吉田は，大学生の意識や行
動を検討する際に，「大学生たらしめている大学とい
う環境を分析の視点に組み込むことが重要である」と
指摘した（吉田　2008）．Pascarella & Terenzini に
よると，学生が大学生活を送る中で，知識やアカデミッ
クスキル，一般的な認知スキルだけでなく，態度や価
値観など情意的側面，就職，ライフスタイルを含んだ
幅 広 い 領 域 で 変 化 を 遂 げ る と い う（Pascarella & 
Terenzini　2005）．こうした学生の多様な学びと成長
に対して，大学制度や教育が影響を与えるというカ
レッジインパクトの研究が蓄積されている（Hurtado   
2007）．
　本稿は，これまでのカレッジインパクトの研究成果
から，武内（2008）により提示された学生の社会化（学
びや発達）に関するアウトカムの規定要因のうち，学
生の属性（インプット），大学での学習生活経験，大
学外の準拠集団（スループット）を手がかりに，学生
の中国観（アウトカム）に影響する要因を考える（図
1）．これを参照する理由として，大学で開講されてい
る授業のみならず，大学での生活経験プロセスは，社
会化アウトカムに大きくかかわっており，認知的側面

（知識，理解）や情意的側面（態度，意欲）を分析す

ることで，大陸外中国人学生の中国観の保持や変化を
分析することが可能だからである．
　この武内の図式に従えば，例えば，大学の授業の理
解度はむろんのこと，入学前における教育目標の達成
に対する意欲や高校での経験，大学のキャンパスライ
フの送り方といった情報のなかに学生の中国観に対す
る影響要因があると推定される．つまり，授業に加え，
課外活動，また友人関係などのキャンパスライフも含
めたホリスティックな分析が，より実態に近い大陸外
中国人の中国観を導くと考えられる．そして，大学の
特性，大学独自の教育目標の下で展開される教育活動，
課外活動，教員及び学生との交流などから成り立つ大
学内の学習生活経験，または準拠集団である地域社会
やメディアとの触れ合いが，入学以降の大陸外中国人
の中国に対する認識になんらかのインパクトを及ぼす
と想定できる．
　本稿では，暨南大学と華僑大学という，大陸外中国
人を多く受け入れて教育を施している二つの大学を事
例とし，以下の通り研究を進める．また，主要な構成
員は学部生であることから，両大学の学部レベルに志
望，入学した大陸外中国人を研究対象とする．本稿に
おける研究の流れは以下の通りである，①中華人民共
和国成立以降における大陸外中国人の高等教育受け入
れ政策を概観し，改革開放以前と，それ以降における
政策の着眼点の違いを確認，及び大陸外中国人教育に
関する暨南大学と華僑大学の特質を分析する，②調査
対象と調査方法，③中国大陸に進学する以前の大陸外
中国人における中国観，進学動機と入学以降の目標，
そして進路選択を見る，④キャンパスライフを経過す
る中で大陸外中国人の中国観の変化を肯定的な効果と
否定的な影響に分けて分析する，⑤①から④を概括し，
高等教育における大陸外中国人の中国観の変化をまと
める．

３． 国家のあり方の変化に伴う大陸外中国人受け
入れ政策の展開と調査校の特性

　本研究では調査対象大学を選定するにあたって，大

図１．学生の中国観に影響を与えるキャンパスライフの要素⑻

 武内清の図式を参照筆者作成
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陸外中国人を受け入れる資格を持つ普通高等教育機関
を検討した．その数は300校⑼を超えているものの，大
陸外中国人の在籍人数，大学の運営方針・教育目標，
資金調達ルート等の違いにより，各大学が実施する教
育活動と学生支援活動は必ずしも一致しない．ここで
は，一般的な大学より早い時期から大陸外中国人の教
育を提供している福建省華僑大学と広東省暨南大学を
事例として選定した．まず両大学の特性を見るため，
大陸外中国人を受け入れる高等教育の展開を歴史的文
脈において概観する．
　中華人民共和国の成立（1949年）から文化大革命

（1966年）まで，東南アジアから帰国する華僑青年の
進学需要に応える中国政府は，華僑，華僑の親族，そ
して中国にまだ返還されていない香港，マカオからき
た一部の青年を受け入れる補習学校，中等・高等教育
機関を多数設置していた．主に中国大陸人が参加する
高等教育機関統一試験は，華僑学生にとって唯一の進
学ルートであった．当時の中国は「同等成績，優先录

取」（全国統一試験で大陸受験生と同じ成績の場合，
優先的に採用する），「一視同仁，適当照顧」（大陸学
生と同じように扱われ，適切な配慮も要する）の原則
に従い学生の募集・教育活動を展開した．建国初期に，
華僑の利益を保護し，華僑のための大学が必要である
という中国政府の意思のもと，数多くの華僑の本籍地
であり，東南アジアまたは香港，マカオとの経済・文
化交流が頻繁的である広東省と福建省で，1958年，
1960年にそれぞれ暨南大学と華僑大学が設立され，華
僑事務を取り扱う中華人民共和国華僑委員会（中央省
庁）の管轄に置かれた．1965年の時点では，華僑を含
む中国大陸人以外の学生数が在学生全体（各校約2000
人ずつ）の約8割にも上った．にもかかわらず，計画
経済期における経済面での「社会主義改造」運動と連
動して，両大学がほかの大学と同様に，社会主義的イ
デオロギーに沿う形で，大陸外中国人に思想教育と労
働教育を施し，彼らの中にあった「異質」な思想と行
動を「改造」し，中国大陸の考え方に同化させようと
したのである⑽．
　その後，中国が「改革・開放」路線（1978年）への
転換を迎え，文化大革命期（1966年－1976年）にはほ
とんど機能していなかった様々な「教育」が回復を遂
げた．国立大学である暨南大学と華僑大学も再開，国
務院僑務弁公室（華僑委員会がその前身）の直属機関
に指定された．しかし，文化大革命の結果，両大学を
含めて高等教育機関に進学する華僑等学生の人数は激
減した．政府はその挽回を狙い，以前とは異なるアプ
ローチで学生獲得策を施策しなければならなかった．
以下では中国教育部により公布された大陸外中国人学
生の招収・養成規定，学生募集要項を手がかりとして
毛沢東時期の教育と異なる点について解説する⑾．
　①選抜方法の多様化：1980年代，暨南大学・華僑大
学二校連合試験，全国七校連合試験の実施をはじめ，
政府は，大陸外中国人が華僑，香港人，マカオ人の初

等中等教育段階で，大陸学生と差異のある学習環境や
学習内容を経験してきたことを考慮し，大陸学生と異
なるルートで中国高等教育機関に進学できるような施
策を練った．2019年の時点では，暨南大学・華僑大学
二校連合試験，全国高等教育機関（336校）連合試験，
推薦入学，免試入学など大陸外中国人の大学学部課程
への入試ルートと受け入れ高等教育機関規模が以前よ
り拡大されている．本研究で取り上げられる暨南大学
と華僑大学には，2019年の時点で二校連合試験に加え
て，全国高等教育機関（336校）連合試験，推薦入学，
予科を経てから入学など多様な入試方法によって進学
する大陸外中国人学生が在籍している．
　②学習生活支援の充実：これまで中国大陸人学生よ
り高めに設定された学費・雑費や寮金，留学生同等レ
ベルの医療保障政策を，「取扱平等化」という意識の
もとに，2005年から徐々に一致させる方向に調整して
きた．また，大陸外中国人新入生を対象とする「入学
教育」の実施，教育の質的保証，カウンセラーの配置，
国レベルから大学レベルまでの奨学金支援，中国大陸
人学生との交流の促進など支援策が打ち出されてい
る⑿．これらの施策は，大陸外中国人の学校適応感を
高めるための取り組みであるともいえる．
　③思想教育の柔軟化：大陸学生全員が受けなければ
ならないマルクス主義原理，社会主義理論など政治思
想科目は，思想面から大学生を社会主義建設に相応し
いものにし，国民統合の視点からみて重要な教育であ
る，とされているが，そうした教育が浸透していない
大陸外地域に居住する大陸外中国人の免除科目となっ
ている．高等教育分野では，社会主義建設者を培うと
いう人材育成目標と，異なる観点から大陸外中国人の
思想面を統合しようとする動きがある．それは，社会
主義的イデオロギー思想や価値観教育の側面を弱め
た，中国の歴史，文化，社会など知識を教えることが
主な教育内容である，「国情」（国の自然，文化，経済
などの状況）関連教科（暨南大学と華僑大学の場合に，
思想教育科目と指す）が政治思想教育の代わりに登場
した⒀．
　こうした一連の教育改革を受けて，大陸外中国人学
生数が2008年以降，年毎に千人程度増加する傾向が見
られるが，大陸外中国人学部生が一番多く集まってい
る暨南大学と華僑大学⒁では，その人数は在学生全員
の約1－2割に過ぎない．大陸外中国人の絶対数が少な
いものの，国務院僑務弁公室の指導の下で，両大学は，
大陸外中国人，中国系住民のための大学として「海外
に向けて，香港，マカオ，台湾に向けて」（面向海外，
面向港澳台）という運営方針を固め，中国国家として
の統一を擁護し，国家への帰属意識を持ち，中国を愛
し，学生の出身地，海外の発展に貢献できる大陸外中
国人愛国者の育成に取り組んでいる．
　大陸外中国人の教育に関して豊富な実践的な経験を
有する暨南大学と華僑大学は，学生生活に密着するカ
ウンセラーの配置，省・大学レベル奨学金制度の充実，
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教員による放課後学習指導など大陸外中国人に親和的
な教育環境の作りに取り組んでいる．とりわけ中国人
意識や中国への帰属意識の向上に関する取り組みにつ
いて，両大学は，すでに80年代初期から政治思想教育
に改良を加え⒂，今日に至るまで，一般的な大学とは
異なり，大陸外中国人向けの独特な思想教育カリキュ
ラムを形成している．両大学の思想教育科目について，
華僑大学では「当代世界と中国」（文化，経済，政治，
法制）系列科目（2017年時点），暨南大学では「中国
伝統文化概論」，「中国社会発展導論」，「大学生と人生
導論」から成り立って，すべてが必修科目であり，大
陸外中国人一年生と二年生を主な受講対象とする．両
大学における思想教育の科目名と科目数が多少異なる
が，中国文化，経済，政治，社会など各分野における
優秀な部分を大陸外中国人に認識させ，ひいては，彼
らの国家への帰属意識を向上につながるという教育目
標が共通している．また，思想教育科目の延長線であ
る正課外活動について，大学職員の話によると，国務
院華僑事務弁公室から直接的な財的支援を受ける「中
国文化の旅」という全国レベルの短期文化体験学習プ
ログラムが，年に二回開催される以外に，中国伝統的
祝日や祭り，広東省，福建省内の文化体験活動，香港
文化祭りなど歴史文化要素が盛り込まれる活動，香港
マカオの帰還祝い，科学技術展など現代中国の成果を
アピールする活動が一年中活発に行なわれている．
　このように，中国人意識や国家への帰属意識の向上
に向けて大学教育に力を入れる両大学に対して，そこ
での学習生活経験が大陸外中国人の中国観にどのよう
な影響を与えるかについて次節において明らかにした
い．

４．調査対象と調査方法  

　筆者は2016～2018年までの間に三回中国に渡航，そ
れぞれの調査では2週間程度をかけ，両大学を訪問，
資料収集および，大陸外中国人30名（香港15名，マカ
オ8名，華僑7名表1を参照），及び大学教職員4名を対
象とする半構造化インタビューを実施した．インタ
ビューでは，入学前の経験・動機，学生生活の目標・
経験，入学以降，中国に対する認識（中国観）の変化
があったか，国家に対する帰属意識の変化があったか，
を調査した．面接時間は一人につき一時間から二時間
程度であった．インタビュー対象者の選定については，
両大学の学生会を通じ，42名を紹介してもらった．大
陸外中国人学生の中には，親の仕事の関係で広東省や
上海にある当該省戸籍を持っていない生徒のために設
置される私立の小中学校を卒業した者がいるが，本研
究では，最低限，中学校及び高校段階においては大陸
外地域で教育を受け，本調査を受ける際に，学部二年
以上に在籍している学生30名（女15名，男15名）を選
定した⒃．
　また，2017年に大陸外中国人218名（香港133名，マ

カオ70名，華僑15名），比較対象として中国大陸人385
名（華僑大学のみ）に対して学習生活の状況，進学理
由，目標に関するアンケート調査を行なった．アンケー
ト調査の結果は，大陸外中国人と中国大陸人の間に見
られる進学目標の違いに関する説明，またはインタ
ビュー調査の補充として利用できると考える．華僑大
学では授業中の一斉配布，暨南大学ではクラスへのア
クセスが難しいため協力者による大陸外中国人にメー
ル配布の形で調査を行った．アンケートの調査対象が，
中国大陸で中学校や高校の教育を受けた経験のある学
生も含めることから，両大学における大陸外中国人全
体の傾向を把握するには有益である．
　分析の手順としては，まず，大陸外中国人進学前の
中国観，進学動機，入学後の目標，進路選択について
明らかにする．次に，大陸外中国人学生においては，
思想教育教科を含む学習生活経験を経過した後，中国
観がどう変化したのか明らかにする．大陸外中国人の
中国観に影響する要因は，むろん多様であることが想
定されるが，本研究では高等教育における教育的営為
に着目しているため，それ以外の要因を分析すること
ができないことが本研究の限界でもある．

５． 大陸外中国人学生における中国観の変化につ
いて

5.1． インプット（進学前の中国観及び進学動機・目標，
進路選択）

　本研究では学生の既得情報（インプット）として学
生の中国観，進学動機，目標と進路選択に着目する．
大陸外中国人の中国観が進学以降にいかに変化してい
ることを見るために，まず進学前の中国観を調べる必
要がある．また，進学動機，目標及び進路選択を取り
上げる理由としては，キャンパスライフの経験が中国
観にいかなる影響を与えるかについて検討する際に重
要な要素，つまり大学生活のどの部分に力を入れてい
るのかが中国観の形成に影響を与える．学生へインタ
ビューの結果によるとキャンパスライフの過ごし方を
大きく規定するのはこの三つの要素である．
（1）進学前の中国観
　進学前の中国観について，聞き取り調査の結果によ
ると，大陸外中国人学生のほとんどは，自分は中国人
であることを認識しているものの，香港，マカオ学生
を代表する一部の学生は中国社会へのイメージについ
てマイナス的な部分が多く，中国社会に抵抗感を示し
た．それは香港の若者を事例とした先行研究で言及さ
れた「一国二制度」による政治文化に対する違和感に
由来するものではなくて，中国の社会現状とのつなが
りが大きいとみられる．彼らにとっては，中国は治安
が悪い，衛生問題が深刻で，食品の安全が保障されて
ない存在であり，中国人はマナーが悪い存在である．
彼らをこうした判断に導くのは，中国大陸で旅行する
際に街でひったくり被害にあわれた親族の経験談，列
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に並ばず横から割り込んでくる地元の大陸人観光客の
こういった行為を見た個人の経験によるものもある
が，総じてメディアの報道に影響されたことが大きい
と語った（逆に両親の中国観からの影響がそれほど多
くなかった）．香港では，マスメディアの「言論の自由」
が法律で守られており，メディアの報道について香港
学生からかなり信憑性が高いという評価を得た．マカ
オ学生も同様に普段ではよく香港のテレビやニュース
報道を見，香港学生と同じくメディアへの信頼性を示
した．また，香港，マカオが中国に返還されて以降，
両地域小中学校で行われるシティズンシップ教育は，

中国に対する否定的なイメージを形成する一因である
と 指 摘 す る 研 究 が 見 受 け ら れ る（Yuen & Byram   
2007，永　2019）が，インタビューを受けた学生によ
ると，宗教系の学校に通学する，しないにかかわらず，
学校の先生は中国の良い一面，悪い一面を中立的，客
観的に教えており，自分の否定的な中国認識の形成と
はつながりがないという．とりわけ香港学生の場合，
小学校まで大陸に通学する学生もいるが，彼らは香港
に移ると，香港に比べて衛生環境，教育，福祉，自由
度などに関する中国大陸の遅れた部分がみえ，中国大
陸へのイメージがダウンする場合もある（番号20の学

番号 性別 小中高教育経歴 出　身 専　攻 学年 入学ルート
1 女 私立校 マカオ 文学 三 推薦入学
2 女 私立校 マカオ 文学 三 推薦入学
3 女 私立宗教系校 マカオ 文学 四 推薦入学
4 男 私立校 マカオ 旅游 三 推薦入学
5 男 私立校 マカオ 商学 二 連合試験

6 女 公立校 マカオ 商学 三 推薦入学

7 男 私立校 マカオ 体育 二 連合試験
8 男 公立校 マカオ 美術 四 連合試験
9 女 HK 国際学校（中高） 香港 文学 三 免試入学
10 男 公立校 香港 文学 三 免試入学

11 女 大陸校（小）
HK 中学校 香港 経済 四 連合試験

12 女 HK 小中高校 香港 医学 二 連合試験
13 男 HK 中学校（中高） 香港 経済 四 連合試験
14 男 カトリック校（中高） 香港 商学 四 推薦入学
15 男 キリスト校 香港 体育 二 推薦入学
16 男 公立校 香港 文学 三 免試入学
17 男 キリスト校 香港 体育 二 免試入学
18 女 キリスト校 香港 商学 四 免試入学
19 女 HK 小中高校 香港 国際関係 四 連合試験
20 女 カトリック校（中高） 香港 経営学 四 連合試験
21 男 キリスト校 香港 国際関係 二 予科入学
22 女 HK 中学校（中高） 香港 商学 二 推薦入学
23 男 カトリック校（中高） 香港 商学 四 推薦入学
24 女 フィリピン中華系 フィリピン 金融 三 予科入学
25 男 中華系学校 北朝鮮 経営学 三 推薦入学
26 女 イタリア一般校（中高） イタリア 外国語 四 連合試験
27 女 フィリピン中華系 フィリピン 経営 四 予科入学
28 女 フィリピン中華系 フィリピン 法学 二 連合試験
29 男 イタリア一般校（中高） イタリア 金融 三 推薦入学
30 女 ミャンマー一般校 ミャンマー 経営学 二 推薦入学

表１．大陸外中国人学部生インフォーマント一覧

注： 特に明記のない限り，大陸外中国人はそれぞれの戸籍地で中等教育を受けている．免試入学
とは主に戸籍地における高校時代の学力試験の成績を示すことで入学が許可されること；連
合試験は両校連合試験や全国高等教育機関連合試験のことを指す；予科入学とは暨南大学と
華僑大学の予科課程を経てから入学すること；推薦入学とは高校または関連組織の推薦を経
由してから入学すること（免試入学と同様に面接を加える場合もある）．
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生）．香港とマカオの有する「中外合璧」の文化に加え，
そうした中国大陸との差異は，「マカオは中国の一部
ですが，中国と異なる優越かつ特別な存在です」（番
号1），「中国は香港の他者です」（番号22）と言ったよ
うに，一部の香港，マカオ学生のローカル意識の強さ，
中国大陸に対する優越感の由来である（強く感じてい
る）．さらに自分は中国に帰属していないとまで考え
る学生もみられる（番号16）．
　もちろん，香港，マカオ学生は，メディアから中国
に対して否定的な情報を吸収するばかりではなく，オ
リンピックの成功，中国の GDP 増加など肯定的な報
道にも接しており，または北京，上海など大都市の短
期修学旅行を通じて，中国経済の強さ，国際影響力の
増加を感じ取る場合もある．このような，中国は「経
済的強国」という認識については，華僑学生の回答か
らも読み取ることができる．華僑学生らも同様に，帰
省旅行のほか，もっぱら現地のテレビなどメディアを
通じて中国の経済発展を学んだ．インタビューを受け
た華僑学生らは，中国で生まれ，幼い頃（小学生また
はそれより以前）にビジネスをする両親について海外
移住し，家族の生活レベルについて，移った当初，比
較的貧弱な生活環境に置かれるが，現在はおむね現地
の中産階級に相当する身分である．彼らの多くは，ほ
かの中国家庭が集まるところで暮らしており，家庭で
話す言語は主に方言あるいは中国標準語である．中国
の故郷から継がれた家庭的な伝統的な風習，文化（祝
日，祭り）は海外に移住しても保持している．一方，
華僑学生たちは学校においても，日常生活においても
地元の若者，住民とよく触れ合い，現地の文化にしっ
かり染み込まれていることから，全員は居住国の文化
にかなりの好意を表した．しかし，日頃に中国式の家
庭環境に涵養された彼らは自分のルーツは中国であ
り，中国文化（主に伝統文化）は魅力的であることを
認めている．これに似たような，「中国伝統文化の中
に優秀な部分があり」，血縁のつながりを認めるといっ
た考えについて，上述した中国社会に否定的な印象を
強く持つ一部の香港とマカオ学生の中にも同様のこと
が見られる．華僑のインフォーマントは，中国の政治
や中国社会に関する知識について，教科書，現地メディ
アで学んだ程度にとどまっており，中国のことに対し
て悪いイメージをさほど持っていないと述べた．一方，
政治的なトピックに敏感的な香港学生の半数は「一国
二制度」自体に対して理解と支持を表明する一方，中
国政府に対して，親しみを感じにくいと語った．彼ら
の語りは，近年における香港経済の減速，大陸人の流
入によって大量の「福祉」が奪われ，世論を顧みない

「国民教育」の推進策，6．4事件への対応など，中国政
府の対香港政策につながっている．特に，中央政府の
行動を実質的に支配している党への感情は否定的であ
る．マカオの学生はマカオ社会が順調な経済発展を遂
げ，植民地政府時期より安定的な社会環境，福祉政策
に恵まれており，それは中国に帰還以降に起こったこ

とという認識があって，中国政府に対して否定的な印
象がそれほどないと述べている．もう一つ背景として
考えらえるのは香港の学校教育では，中国の政治的側
面に対する批判的な態度と考えが主張される場合があ
り（Mathews et.al　2008），マカオの学校では，批判
的な考えを避けていることもある（Tse　2012）．
（2）進学動機・目標と進路選択
　上記したように，インタビューされた大陸外中国人
学生は，中国社会や中国政府への考え方はそれぞれで
あるが，文化的魅力と経済的な強さを肯定的にとらえ
ることは先行研究と整合的である．次に，このような
中国観をもつ大陸外中国人学生らは，どのような動機
をもって中国に進学するのかについて見たい．
　大陸外中国人の学習生活経験に関する聞き取り調査
では，彼らの進学動機と入学後の目標は，大学生活の
あり方に大きく影響しているということがわかった．
まず，入学の動機について，インタビューした大陸外
中国人ほぼ全員（28人）にとって，当初は中国大陸で
はなく，大陸外の地域で進学することが優先的な選択
肢であった．しかし，入試の競争が激化する中で，理
想の大学・専攻に入れる見込みがないとわかったとき，
より年数をかけて浪人して受験をするか，戸籍地以外
の高等教育機関に進学するという選択を視野に入れ，
結果的に大陸に来ていた．そして両大学を選択した理
由としては，両親の意見（例えば「中国の経済発展へ
の見込み」），大陸における大陸外中国人優遇・配慮策
の存在（例えば「低い成績でも比較的容易に大学に入
れる」，「学費が地元より安い」，「大陸側が奨学金を提
供」，暨南・華僑大学の特色（例えば「大陸外中国人
が多い，独特の大学文化を有する」）があげられる．
アンケート調査の結果から「表2（1）」，高等教育機関
への進学需要，大陸外中国人に対する中国の高等教育
受け入れ政策の実施が学生の中国大陸への進学を強く
促す要因の一つであると考えられる．
　こうした，いわば実利的な目的で進学する大陸外中
国人に対して両大学は，教員の話によると，大陸学生
と大陸外中国人に対し，異なる学業到達度スタンダー
ドを設け，大陸外中国人の期末試験の結果について緩
い採点基準を採用する場合が多い．それに対して大陸
外中国人からの異論はない．その背景には，大陸外中
国人の中に「個人の能力開発が専門知識の学習より重
要」（番号11）という意見に代表されるように，単な
る点数主義には違和感を覚える意識を持つ人が多いこ
とがあるだろう（その他同様の意見15名）．また，授
業勉強を重視する大陸外中国人も能力開発が重要であ
ることを表明した（番号16，24，26）．
　また入学後の展望について，入学の目的を尋ねる質
問「表2（2）」では，「コミュニケーション能力を鍛え
る」を選んだ大陸外中国人回答者は，124名（56.88％），

「専門知識を把握する」（112名）を選ぶ人数より上回っ
ている．それに対して大陸学生の8割（336名）が「専
門知識」を選んでいるように，両グループ学生の入学
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後の目標には大きく違いが見られる．大陸外中国人学
生に対する異なるスタンダード，緩い採点という，大
学による方針は，彼らのこうした意識，気質のあり方
に合わせて立てられていることが推測される．
　インタビューでは，大陸外中国人が言及した（専門
授業ではなかなか獲得できない）コミュニケーション
能力，組織能力，実践力など能力開発の重視は，彼ら
の進路形成への意図とつながりがあることがわかっ
た．香港とマカオの学生は，基本的に地元である香港
とマカオで仕事をする志向をもち，その理由として挙
げられるのは，現地の家族と一緒に暮らしたいのほか，
中国大陸より優れた給料，福祉政策という点，ローカ
ルへの愛着が強いという点である．華僑の学生は中国
の大都市（2人），その他の海外で就職する志向をもつ
というものである．多言語を自由に操る強み，国際的
な経験を利用して，もっと広い舞台で自分の能力を発
揮したいという考えである．このように，地元志向や
海外志向の大陸外中国人は，大陸で得た学位が，香港
やマカオ，海外の学士学位に比べると劣っていると意
識しているらしく，それを克服するために大陸の事情
に知悉すること，上述した能力開発ができることが重
要であるという認識がある．注意すべきは，「表2（2）」
に示すように，香港学生とマカオ学生の間に進学目的
の差が見られることである．その背景について，マカ
オ経済の中心であるカジノとその関連産業の一部は，
マカオ住民のみに就職の機会を与えており，しかも低
学歴でさえ就業者全体の平均月給より高い収入を得る
ことができるという現状から，将来を心配せずに大学
を楽しむマカオ学生の割合が比較的に高いことがうか
がえる．しかし，マカオ出身のインフォーマントの話
によると，低技術職の大方は低学歴住民や出稼ぎ労働
者にまかせるものの，管理職（特にカジノ産業）と専
門性の高い仕事は香港やマレーシアといった外から来

た高度人材に委ねられることで，よい職に就きたい，
より上の階層に移動するために能力開発や資格証書の
取得が重要視されている．他方，マカオ学生と同様に，
アンケート調査を受けた旅遊学院，商学院，法律学院
などに在籍する香港学生は資格証書（例えば観光士資
格，会計資格，弁護士資格）の取得志向は高いが，卒
業後に保険や金融業界に多く流入する香港出身学生か
ら見れば，現時点では資格試験に参加することより実
践力を鍛えるほうがより大事であるという考えである．
　大陸外中国人学生のこうした進路選択に対して，カ
ウンセラーである大学職員の話によると，「多くの大
陸外中国人が卒業後に海外の自らの地元に戻ります
が，それは国家の意図と一致しています．彼らが大陸
で学んだ経験を活用し，大陸外地域の発展に貢献をし，
大陸外と大陸との間の友好な架け橋になることができ
るからです」という肯定的な姿勢を表明している．長
い華僑の歴史をもつ中国では，華僑に教育を施し，地
元に帰すことは頭脳流出ではなく，国への貢献がある
ものととらえられているようである．ひとまず，大陸
外中国人増加の背景として，政府による両大学に対す
る大陸外中国人学生誘因策が機能し，需給関係の一致
を生み出していると考えられる．

5.2．スループットとアウトカム（思想教育科目と中国観）
　両大学で行われる思想教育教科の目標は，大陸外中
国人の中国に対する認識を深めたうえで，中国に対す
る愛着を深めることである．すなわちそれは大陸外中
国人学生の中国観を肯定的な一面に変化させるための
取り組みである．それでは，思想教育を受けた大陸外
中国人の中国観はどのような変化をしたのだろうか．
思想教育の教科内容は，中国の文化，経済，政治，社
会などに関して幅広い知識を含んでおり，学生の興味
関心を引く内容は人によって異なるが，授業を通じて

表２．大陸外中国人学生の進学理由と入学後の目標について

（1）本学に進学する主な理由は（複数選択可）

調査項目 成績があっている 大学の魅力 親戚や友達の
意見 個人の発展 そのほか

大陸外中国人（218） 39.37％ 33.92％ 32.04％ 31.90％ 21.14％
香港（133） 38.06％ 38.06％ 38.80％ 31.34％ 23.30％
マカオ（70） 45.71％ 27.14％ 20.00％ 34.28％ 30.00％
華僑（15） 21.42％ 14.28％ 42.85％ 28.57％ 0.00％

大陸中国人（385） 60.52％ 25.19％ 22.34％ 18.71％ 32.99％
（2）本学期における入学後の目標（複数選択可）

調査項目 コミュニケーション
能力の向上 専門知識の習得 資格証書の獲得 大学生活を

楽しめる
個人の素養の

向上
大陸外中国人（218） 56.88％ 51.44％ 49.02％ 46.79％ 42.59％

香港（133） 52.99％ 48.50％ 44.02％ 42.54％ 43.28％
マカオ（70） 65.71％ 54.28％ 62.86％ 55.71％ 44.28％
華僑（15） 50.00％ 64.20％ 28.60％ 42.86％ 28.57％

大陸中国人（385） 59.48％ 87.18％ 36.62％ 55.58％ 66.75％
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中国への認識が深まったと述べた回答は半数以上（17
人）であった．その理由の一つとしては，各分野にお
いて，中学校時代より体系的に濃密に学ぶことができ，
より深く中国の事情を把握することができるようであ
る．
　中国政治の内容を取り上げると，大学の授業では，
これまでよく学んでいなかった中国本土の政治制度の
仕組み，中国の国際的な位置づけ，社会における構造
的矛盾を教員が「中立的に」，「詳細的に」に捉える点
で，政治の授業への認識の深まりに役立った（番号6，
4）．しかし，知識は増したものの，中国政府への感情
や態度を変えるまで至らない．社会の現状に対する
突っ込んだ，活発なディスカッションをするような授
業がないのがひとつの理由である．また，インフォー
マントの多く（10人）が関心を寄せる文化的内容を教
える教科については，普段の生活に密着する風習，漢
字に内包された意味から，中華民族の起源，宗教，芸
術まで，豊富な内容があり，もともと文化に親しみを
感じていた学生の中には，このようなかつてのない総
合的な学習を通して，西洋文化と比較しながら，中国
の伝統文化の「独自性」を改めて認識した．さらに，
一学期の学習を通じてさらに学習が進むことにつれて
中華民族の一員としての意識が徐々に高くなってきた
学生がいる（番号1，3），一方，教材が使った言葉が理
解できない（番号26），理論的記述が多いということ
から，内容的に理解に苦しむ学生（番号5，14）もいる．
　むろん，大学生の学習生活は，こうした大学の授業
だけで成り立つわけではなく，大学行事，サークル，
学生自治会などさまざまな活動によって構成される．
学生生活の送り方，すなわちキャンパスライフの中の
どの部分に力を入れることが，学生の中国観に影響を
与えるのだろうか．大陸外中国人の語りから，中国に
対する認識の深化，感情の変化を導く課外活動の存在
が浮き彫りとなった．インフォマートのほとんどは普
段，課外活動に積極的に参加している．大陸外中国人
学生とよく交流する学内のカウンセラーは，大陸外中
国人学生の大方は授業外活動にとても力を入れている
と，同様の見解を示した．

5.3． スループットとアウトカム（キャンパスライフと
中国観）

（1）肯定的な効果と進路選択
　インタビューを受けた大陸外中国人学生は，在学中

（学校休み期間を除く）における行動範囲はもっぱら
大学キャンパス内と大学周辺の地域であり，学生，教
職員，住民を含む中国大陸人との触れ合い機会が中学
校時代より多くなったと述べた．上記に述べたような
進学前に中国社会に対して否定的な感情を多く抱える
一部の香港，マカオの学生は，学習生活を経過する中
で，次第に中国社会を受け入れるようになったことが
分かった．例えば，中国大陸人全員のマナーが悪いと
思っている番号1，10が進学後に中国大陸学生の行儀

が良いと思い直し，また，食品安全問題と危険な目に
在学中に一度も遭遇したことがないことから，これま
でメディアの報道が「過激さ」を誇張し，「大袈裟」
に報道する面があると認めた．「今まで中国の否定的
な部分を過大評価した，良い一面の存在を見逃した」
と（番号1）の学生が答えるように，自分の進学体験
によって中国への認識を見直し始めた兆しが見える．
　中国の文化に対する認識や態度について，大陸外中
国人学生全員は大学が主催する文化プログラムを参加
したことがあり，それが「おもしろい」と評価した学
生が多い（22人）．そのうち，多くの大陸外中国人に
インパクトを与えたのは少数民族とその文化との交流
活動である（11人）．大陸外中国人学生インフォーマ
ルのほとんどは，漢民族出身であり，都市部に住んで
いるので，少数民族との接触はほとんどがない．また，
中学校時代の教科書の中に少数民族に対する記述が少
ないため，多民族・多文化中国への印象が薄かった．

「香港と同じように，中国各地の景色は一緒だ」と思
う学生もいる（番号16）．内モンゴルや雲南省少数民
族部落の文化体験活動に参加し，都市部では見られな
い風景，慣習を学ぶことによって，「包容性がある国」

「民族の特性を保持しつつ一つの中国」，「少数民族の
文化が素晴らしく，もっと知りたい」といった文化の
多元化，中国の包容性を意識する学生が現れた（番号
10，11，27）．また，西安の兵馬俑，雲南の黄果樹瀑布
など文化的・自然的遺産を教員の引率で見学する活動
に加え，校内で行われる中国文化コンテスト，漢服文
化宣伝活動，地域内の僑郷文化見学など一年中に活発
的である様々な文化活動に対して，大陸外中国人が容
易的にかかわることができた．大陸外中国人の多くは，
これまで教科書，テレビでしか見てない絢爛とした中
国の文化，その「独特性」「多様化」を実体験で感じ
取ることができた．例えば，多様な文化プログラムに
参加したイタリアの学生は，「西洋文化にあこがれが
あったが，中国の文化は一様に奥深く，優秀だと認識
してきた」と中国の文化を肯定的に捉えた．さらに多
様な文化に接触した一部の学生らは，積極的に中国文
化の宣伝使者となり，文化プログラムの計画に携わる
ようになった（番号1，2，17）．
　経済面については，もともと「経済強国」というイ
メージを持つ大陸外中国人学生は，教員の案内に従っ
て，政府の「一帯一路」にかかわる地域，科学技術博
物館への訪問をし，「強力な経済力」をもつ中国とい
うイメージが以前より強まったケースが多い．また，
大陸外中国人は中国大陸学生に対して「大学生の素養
が高い」，「印象が良い」という印象を残った一方，一
般的な民衆，特に農民に対しての認識が大学のボラン
ティア活動を通じて変わる例がある．番号18，19，23
はメディアの報道から，貧困地域で居住する中国農民
は怠惰な性格を有するという否定的なイメージをもつ
が，ボランティア活動に参加することで，支援者の支
援に頼らず自力で生活を営み，ボランティアのために
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全力で昼食を用意する農民の姿を見て，逆境に負けな
い，親切な中国農民という印象に変化した．ともに頑
張るということ，彼らと頻繁的に接触することで，中
国の農民の現状を変えようとする中国人としての責任
感を感じたケースが見られた（番号18）．
　特筆すべきは，中国観について一番変化が大きかっ
た香港学生番号16の場合である．彼は，進学時に中国
社会，中国人に対して非常に消極的な考えを持ってお
り，香港は中国の一部ではなく，自分は中国人ではな
いという認識であった．学習生活を経過してきた現在
では，自らを中国人として認めており，中国は人情が
温かい，香港を包容的に受け止め，優秀な文化を持つ
母国という認識へと変化した．こうした認識，感情の
変化を遂げたきっかけについて，彼は上述した大学の
プログラムに参加したほか，中国大陸の級友，現地居
民との交流に影響されることが大きいと回答した．中
国大陸人学生の家庭におけるホームステイ経験，地域
への旅行をしたときに出会った親切な現地住民の経歴
があり，住民から「みんな中国人だから助け合うのが
当然」という話と行動に感銘を受けた．人情が薄い香
港では見られない同胞間の温情を感じ取ったとのこと
である．彼は「われわれ中国人は同じ言葉，同じ文化
を共有する共同体のみではなく，お互い助け合う存在
である」と言って，中国人の意識が強くなった．
　インタビューされた大陸外中国人は，上述したよう
な様々なプログラムに積極的に参加することができる
のは，第三節で述べた大学側の積極的な取り組みに関
係していると考えられる．両大学においては，学部レ
ベルから大学レベルまで多種多様な課外活動を一年中
に企画されており，クラスや学生会，ネットを通じて
大陸外中国人学生に向けて積極的に宣伝を行い，彼ら
の積極性を呼び掛けている．また，学生の参加意欲を
さらに促すために，これらのプログラムは中国政府や
大学から経費をもらうことができる．文化プログラム
の企画に参加することがある大陸外中国人学生は「活
動資金に困らない」，「大陸外中国人が企画者である場
合に，活動の許可はいつも早く取れる」と言ったよう
に，大学側のサポートが明らかである．このように，
費用がかけずに多様な文化体験，社会体験ができるこ
とから喜んで計画，参加する大陸外中国人学生が多い．
一方，学生の需要から見ると，地元志向や海外志向で
ある大陸外中国人ら学生が求める，大陸の事情に知悉

すること，コミュニケーション能力やリーダシップ能
力といった能力向上は，様々な課外活動への参加にお
いても涵養できることから，学生らは参加の意欲が高
い．こうした政府，大学の積極的な支援に対して，大
陸外中国人はこれらの取り組みに満足を示す，「政府
は大陸外中国人のためによく考えました」と中国政府
のやり方を称賛した香港の学生が多い．
　また，学生の進路選択の変化について，もともと地
元志向，海外志向だった大陸外中国人の中に，中国大
学のキャンパスライフを経過した後に，卒業後に中国
大陸と大陸外地域間の理解の深化，中国全体の発展を
志すほどに考え方を転換する者もある．例えば，近年
より中国大陸と香港の矛盾が拡大する中で，香港学生

（番号9，13）が大学にいる中国大陸人学生が香港に対
して偏見を持っているということから，卒業後に中国
大陸で働き，中国大陸人に香港の事情を伝え，両地域
の相互的な理解を促進したいと意向を表明した．また，
卒業後に，地元に戻るが，中国大陸と地元の交流を促
進したいといった意識を表した学生が見られる（番号
8，15）．上述した大陸外中国人のカウンセラーである
大学教員が言及した中国側の狙いが部分的にではある
が達成されているともいえる．また，学習生活を経過
する中で，一部の学生は中国の経済的な発展を見込ん
で，自分のキャリア発展に有益であるという考えから，
中国で働くことを選択肢に入れた（番号10，11，25）．
（2）否定的な影響
　大陸外中国人学生が在学中に，文化，経済など面に
おいて，中国に対する親近感を深める一方，大学の授
業，教員や学生同士との関係，地域活動を含む学習生
活経験が，大陸外中国人の中国観に悪影響を及ぼし，
中国に心理的距離を置く場合がある．中国観における
否定的な影響は主に文化的差異と居住地に遅れる分野
に対する認識に分けることができる（表3）．
　大陸外中国人の一部は，中国大陸人に心理的距離を
置く一つの大きな原因とは，中国大陸人学生との関係
の取り方に壁を感じる点をあげている．大陸外中国人
が，中国大陸人のことに対して「勉強のことについて，
丁寧に教えてくれる」（番号3，18，21，26）といった良
い印象を残している．にもかかわらず，香港，マカオ
の対象者は，中国大陸人との交流は，あくまで表面的
に，授業内容に限定されており，日常生活においても，
課外活動においても大陸外中国人同士との付き合いが

表３．中国観における否定的な影響

文化的差異 遅れている分野
中国大陸人と

交流の壁
1，2，3，8，9，10，11，18，22，
23 マナー，素養 9，11，13，15，17，18

言論，メディア 1，2，7，8，11，16，21，23，28 教育 1，5，9，15，20

権威・官僚主義 1，2，7，8，10，13，14，16，
17，21，22，29 環境問題 5，14，19

社会的雰囲気 25，26，28 福祉政策 6，9
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圧倒的に多い．大学内で親しい中国大陸人友達がいる
かどうかについて尋ねると，「いる」と答える香港，
マカオ学生がわずか5人であった（番号7，11，13，15，
16）．その理由は，インフォーマントの話によると，
両グループ間の交流が進むことにつれて，お互いの政
治観，生活スタイル，価値観の違いによって話が進ま
ない場合が多い．学生がよく取り上げる政治観を例と
して見ると，大陸外中国人学生の間では香港の市民運
動，国家政策について，自由に見解を交わすことがで
きるが，中国大陸人学生と同じトピックについて話し
合うと，お互いの立場，政治意識の違いから，大喧嘩
まで発展してきたこともある（番号23）．このように，
政治観の溝を埋めるまでには至っていないようである．
　また，大学の教員へのイメージについて，多くの大
陸外中国人学生にとっては，高校時代においては，生
徒となんでも話し合える親切な存在である教員が，中
国大陸の大学に進学後に「権威的」，形式重視，近づ
きにくい存在になった．それに，教員の「権威」に対
して，無批判に服従した中国大陸学生の行動に対して，
大陸外中国人は批判的に捉えた．
　また，中国におけるネット，メディアの言論の統制
が，大陸外中国人の中国に対する否定的な感情につな
がる．「中国国営メディアはよいことしか報道しない」
とか，大陸と香港の矛盾が拡大したときに，大学から
政治的な話を控えるようになるというメッセージを受
け取るなど（番号11），居住地と異なり，大学まで言
論の自由が大きく制限されることについて大陸外中国
人は違和感をもっている．
　一方，華僑学生（番号25，26，28）は，前述したよう
に，海外で長年居住しており，居住地の地域社会，文
化になじみがあり，好意を示す．大学の授業，多様な
プログラムに参加することで，中国の文化，社会の事
情を学んだが，「接触した中国大陸学生は競争意欲が
高く，譲り合う精神がない．イタリアではみんな譲り
合うので，とても心地いいです．イタリアの社会的雰
囲気に慣れている．中学校の先生と学生が私にはとて
も優しくて，みんないい人．イタリアのことが好きと
いえるが，中国のことが好きとは言えない」（番号
26），また，「さまざまな学習，文化活動によって，中
国に対する認識は確かに深まってきたが，北朝鮮では
親友と友達がいる，また北朝鮮の文化，習慣，生活に
すでに慣れきっており，北朝鮮への愛着が深いため，
中国への愛着は希薄なままです」（番号25）と述べた
ように，中国の社会的な雰囲気が自分の気質に合わな
いと認識しているようである．
　香港，マカオ学生が在学中に，中国大陸の厳しい環
境問題，貧困家庭への訪問，大学の詰め込み教育など
を経験し，環境，社会福祉，教育など面において中国
大陸が先進地域である香港，マカオに追いつかないと
ころの認識が固まった．そうした差異から，「香港（マ
カオ）は中国と異なり，もっと優れた存在です」といっ
た一部の学生の中に彼らのローカル意識を目覚めさせ

ることにもなっている．
　学生の属性（インプット）から見ると，主に民主主
義国，民主主義志向の社会的雰囲気に育まれた大陸外
中国人は，政治に対する考え方，言論の自由への認識，
理想的な教員像などについて，社会主義中国にある中
国大陸人と異なる部分を持つのが不思議なことではな
い．しかしこうした差異が，中国，中国人に対する否
定的な認識，態度を招くことは避けられない．そうし
た「異質」な存在を国内に入れてでも，うまくコント
ロールしつつ，大陸外中国人をして，親大陸派になる
ようなベクトルに舵を切らせようとすることは，中国
にとっては大きな改革といえるだろう．

６．まとめ

　中国政府は，大陸外中国人における高等教育機関へ
の進学ルートを多様化させて整備することによって，
居住先で進学が難しい場合もある彼らを中国大陸の高
等教育へと誘引した．また大陸外中国人が入学して以
降，学習生活支援を充実化させることによって，大陸
外中国人の大学への適応を向上させ，調和の取れた教
育環境の取り組みに力を入れている．それと共に，大
学側が，思想教育教科を実施し，中国の事情を学ばせ
るための多種多様な課外活動を積極的に支援すること
で，大陸外中国人の中国に対する認識，愛着を深化さ
せるねらいであった．
　もともと主に地元志向，海外志向であった大陸外中
国人インフォーマントは中国大陸に進学することには
不本意さを感じているが，学歴のため大陸高等教育機
関を選ぶという妥協策を取っている．彼らの進学前に
おける中国に対する認識，態度について，メディア報
道によるところが大きく，中国伝統文化，経済活動に
対して一定の親近感を示すものの，とりわけ香港，マ
カオ学生の中には中国社会や中国政府，中国人へのイ
メージが否定的な部分が見受けられた．大学生として
の学習生活を経過している中で，大陸外中国人らの中
国観は変化が見られた．思想教育科目の受講や大学に
より主催された課外プログラムを介して，大陸外中国
人学生の多くはかつて触れることのない少数民族文
化，自然遺産，経済開発地を体験することができるよ
うになり，伝統文化を含む中国文化の「多様化」，「独
特性」，または経済政策の成果への認識を改めており，
それに対して以前より肯定的な姿勢をとるようになっ
た．また，大陸外中国人への聞き取り調査の結果が反
映されたように，大学の授業，課外活動だけでなく，
校内における中国大陸人学生同士，ホームステイなど
を通じて大学周辺の地域社会との接触においては，こ
れまでメディア報道に影響され生み出された消極的な
感情から抜け出し，中国社会や中国大陸人にもっと親
しみの感情を育むことが可能である．中国政府の指導
を受けた両大学は，能力開発を重視する大陸外中国人
に対して課外プログラムに容易的に参加する環境を整
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え，加えて，充実した学生支援を行うということに対
して，大陸外中国人学生，特に香港学生は教育政策の
受益者として，こうした取り組みを促す中国政府に対
して従来であった否定的な捉え方から比較的に肯定的
な評価という方向へと変化することがインタビューの
結果から読み取れる．また，インフォーマントの中に
はこうしたキャンパスライフを通じた中国に対する認
識の深化によって，中国と大陸外地域の交流，発展に
貢献したいと表明する学生もいる点から見ると，政府
の政策意図は，的外れではないだろう．注意すべきは，
上記したような大陸外中国人学生の中国観における肯
定的な効果は，大学の取り組みとかかわりがある一方，
学生の主体性の発揮，つまり大陸外中国人インフォー
マントらが積極的に大学の教育活動に関与するという
要素も欠かせない．また，このような肯定的な傾向は，
単に一つの要素（例えば文化プログラムへの参加）に
よってもたらすものではなく，大陸外中国人学生の
キャンパスライフの経験を総合的に捉える上で把握す
る必要がある．
　一方，中国大陸に進学した大陸外中国人の中国観に
おけるネガティブな変化も見落とすことができない．
中国政府は多様な優遇・支援措置を講じることで，大
陸外中国人の中国観の変容（良い一面へ）を企図した
としても，大陸外中国人の中で，中国社会に対する違
和感や中国は自分と異なる「他者」といった考えを追
い払うことが難しいものである．中国大陸と先進地域
の間の衛生，福祉政策，環境など面におけるギャップ
が，中国経済成長とともに次第に埋めることができる
が，文化的な差異をいかに統合することがまだ課題で
ある．Smith は，国家（nation）の結束力を高めるこ
とは，歴史上的領域，共通の神話，歴史的記憶だけで
なく，共通の法的権利・義務を共有する，大衆文化，
共通の経済の存在も必要であると指摘した（Smith   
1991）．しかし，大陸外中国人のほとんどは，中国と
異なる経済体制，法律，人権を有し，親密な教員と学
生の関係，言論的自由の保障が代表するようなもっと
リ ベ ラ ル で， 親 西 洋 的 文 化 の 環 境（Yuen & Mok   
2014）で育てられた．家父長主義，受動的，中央集権
型のシティズンシップという性格を帯びえる中国大陸

（Yuen & Byram　2007）は，こうした「親西洋」的
市民性を有する国民を結束しようとしたら，中国式の
文化，伝統ばかりをアピールすることではなく，親西
洋的文化的な特徴を柔軟に取り入れつつ大陸外中国人
にもっと親しみやすい大学環境を取り組む必要がある
と考えられる．

注

⑴ 大陸外中国人とは，中華人民共和国の国籍を有しながら，中
国本土以外の香港，マカオ，他地域に居住する住民，及び外
国の永住権をもつ華僑のことを指すものである．中国大陸に
進学する中華人民共和国の旅券を有しない台湾籍の学生は，

本研究の研究対象としない．
⑵ 中国教育部が出された「中国教育統計年鑑」における2008年

から2016年までの華僑学生数，「中国教育年鑑」による香港，
マカオ在籍者数の統計データに基づいて算出した．

⑶ 中国大陸は2004年に香港，2019年にマカオ，また2019年まで
に33国と学位証書を相互に承認することを協定し，両地域（両
国）の学位が互いに認められることとなった．

⑷ 高等教育における盛んな動きとしては，初めのところに述べ
た大陸外中国人学生数の増加に加え，近年では大陸側が学生
を受けいれることができる大学の年々増加，学生募集政策の
さらなる多様化，注⑾，⑿に示すような学生管理，支援政策
の更新である．

⑸ 本研究で取り上げる中国人意識，中国への帰属意識，中国観
について，中国人意識とは，主に社会文化的差異を背景に生
じた自分は中国人と異なる「香港人」や「マカオ人」意識と
対照的に，自分は中国人であることを認める意識である．た
だ中国人意識は「中国に帰属する」という意識と一致しない．
例えば，血縁や文化のつながりを認めるという文化的側面か
ら「中国人意識」を生じても，政治的側面から中国のことに
対して強く抵抗し，「中国に帰属しない」の場合もある．一方，
中国観は山本（2014）が提示した日本観を参照し，中国人意
識や中国への帰属意識を持つかどうか，中国人であるかどう
かに関わらず，中国のことをどう思う（意見や態度など），
中国人に抱くイメージのことを指す．

⑹ マカオ理工学院により行なわれた2015年第二季度の民意調査
では，調査対象者の86.7％が一国二制度の成功を肯定し，
88.09 ％ が 中 央 政 府 に 信 頼 を 示 し た． 出 典：http://www.
basiclaw.org.mo（最終閲覧日：2020年3月27日）

⑺ 例えば，青年研究協会が実施したマカオ中学生の中国大陸に
対する意識調査では，半数近くの学生が中国の最大な成果が
経済の発展を答えた．中国の歴史文化に対する認識が他の分
野より深いという．出典：http://aecm.org.mo（最終閲覧日：
2020年3月27日）

⑻ 入学前の経験からの矢印の意味について，武内（2008）の解
釈に基づき，学生と親の特性は大学生活の送り方に影響があ
る．大学経験と大学外の準拠集団間の矢印について，準拠集
団は学生の社会化プロセスへの影響が大きい．例えば同論文
で述べたように大学生の価値観，アスピレーション，キャリ
ア展望などは同世代の仲間，友人から影響を受けている．準
拠集団とは，自分の意識や態度を決定する際に基準とする集
団のことである．アウトカムまでの矢印について，大学経験
プロセスや大学外活動，メディアはアウトカムに影響を与え
ることを意味する．

⑼ 全国高等教育機関連合試験を通じて，大陸外中国人学部生を
受け入れることが出来る大学は336校である．出典：https://
www.gatzs.com.cn/（最終閲覧日：2020年3月27日）

⑽ 大学の社会主義改造について，毛沢東時期に海外からきた華
僑学生を愛国愛党，愛労働の人材に育成するために，大学側
は華僑学生に対して，大陸中国人と同様に愛国教育と労働教
育を行った．

⑾ 中国教育部は1999年と2016年に「普通高等学校招収和培養香
港特別行政区，マカオ特別行政区及台湾地区学生的規定」，
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2006年から2018年にかけて各年度ごとの「中華人民共和国普
通高等学校聨合招収華僑澳台学生簡章」を公布した．華僑学
生の教育については，「招収和培養」規定を参照する上で行
うこととされている．

⑿ 中国教育部により公布された2005年の「関与調整内地普通高
校和科研院所招収香港，澳門特別行政区学生収費標準及有関
政策問題の通知」，2006年の「関与調整内地普通高校招収海
外華僑学生収費標準及有関政策問題の通知」，及び注⑾で書
かれる2016年規定では，学費，寮金，医療保障の平等化に関
する内容を述べた．

⒀ 注⑾の「招収和培養」規定では，思想教育科目が免除科目で
あることと述べた．両大学における国情関連教科の内容と目
標は各大学のホームページに参照するものである．

⒁ 暨南大学は1906年に創立されており，いまは「211重点大学」
である．華僑大学は1960年に設立されており，いまは「国家
重点扶植大学」として位置づけられている．2017年の時点で
は，両校は華僑事務を取り扱う国務院華僑事務弁公室の直属
機関である．両大学の大陸外中国人学部生在籍数を確実に把
握していないが，両大学の大学年鑑によると，2015年に暨南
大学新入生のうち，香港学生888人，マカオ学生256人，華僑
学生数不明である．2012年に華僑大学新入生のうち，香港学
生383人，マカオ学生140人，華僑学生51人である．

⒂ 中国国務院は，1983年に「関与進一歩弁好暨南大学和華僑大
学的意見」及び1984年に「国務院僑務弁公室関与弁好暨南大
学，華僑大学的報告的通知」を発表し，両大学の募集対象，
大陸外中国人学生の性質に合う独特のあるカリキュラム設
置，運営方針などについて規定を定めた．それをきっかけに，
両大学が思想教育科目の改良を加えた．

⒃ 調査対象の学生を同一学年にしない理由として，本研究は学
年の増加によって学生の考え方がどのような変化を遂げるこ
とについて重点的に見ないので，分析する際に学年の要素を
入れない．
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　　 The purpose of this study is to exam how Campus life make a influence on non-manliand students’ (Hong Kong, Macau, 
Huaqiao students) perception of china. A modified framework of college impact theory was used for data analyzing. Data collection 
was conducted at HuaQiao university and KiNan university in mainland China. The two universities aim to enhancing a sense of 
belong with China of the target group through various former curriculum and extra-curriculum. By interviewing with 30 non-
mainland students, the author found that not only extra activities but also communication with mainland-students and local people 
contribute to their positive perception to China, especially in ethic cultural and economic sphere. However, negative feeling 
regarding to cultural and social differences as well as gap of social development also enhanced during their university life. More 
pro-western context and democratic elements are expected to adopted by universities for enhancing their positive attitude towards 
China. 


